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囲が限定的であった。本研究は、 1997年以降の約 15年間で期間構造が十分観測できる 56社を対象として
おり、本邦社債スプレッドの期間構造を包括的に分析した先駆的な研究として高く評価できる。期部構造モ
デルについても、 Nelson-Siegelモデルやアフィンモデルなどの代表的なモデルを取り上げており、社債スプ
レッドへの適合を比較することで倍々のモデル特性に関する興味深い結果を得ている。また、期間構造モデ
ルにマクロ経済指標を追加した分析や、レジームスイッチを導入した分析は、単に予測精疫を改善するだけ
でなく、社債スプレッドの変動要因を理解する上でも有用な知見を与えるものと評価できる。分析で利用し
ている統計的手法に関しては特設の新規性はないものの、目的に応じて適切な手法が選択されており、結果
の解釈も妥当である。
アフィンモデルをバシチェックモデルに限定している点や、企業関のレジームの陪定方法に検討の余地が
ある点など、分析面では若干の課題も残されているが、本邦社債市場を包括的に分析し、その変動要因に関
する有用な知見を与えたことは、今後の本邦社債市場の安定的かつ継続的な発展に寄与するものと評価でき
る。よって、本論文は博士(経営学)を授与するに十分な内容と判断する。
論文審査委員会による最終試験を平成 25年2月8日に実施し、全員一致で合格と判定した。
ピジネス科学研究科学位論文審査(博士後期課程)に関する内規第 10条を適用し、学力の確認の全部に
代え、十分に学力があるものと認定した。
よって、著者は、博士(経営学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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